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伝
統
工
芸
振
興
の
拠
点
施
設
が
完
成

「
手
し
ご
と
職
人
の
家
う
ち
こ
の
和
」

　

臼
杵
地
区
の
伝
統
文
化
の

「
お
練
り
」を
復
活
さ
せ
よ
う

と
、
愛
媛
大
学
法
文
学
部
人

文
学
科（
井
口
梓あ

ず
さ准

教
授
）の

学
生
22
人
が
５
月
17
日
、
同

地
区
の
三
島
神
社
に
訪
れ
現

地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

臼
杵
地
区
は
進
学
や
就
職

に
よ
る
人
口
流
出
で
、
現
在

は
20
歳
未
満
の
住
民
が
い
ま

せ
ん
。
高
齢
化
率
も
66
・７
㌫

（
26
年
４
月
１
日
現
在
）と
高

く
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱

え
て
い
ま
す
。
10
月
の
秋
祭

り
で
は
獅
子
舞
と
お
練
り
が

奉
納
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

　

内
子
町
の
伝
統
工
芸
な
ど

の
拠
点
施
設「
手
し
ご
と
職

人
の
家
う
ち
こ
の
和
」
が
完

成
し
、
４
月
26
日
に
町
並
保

存
地
区
内
に
あ
る
同
施
設
で

オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

同
施
設
は
、
内
子
町
が
25

年
度
に
文
化
庁
の
補
助
事
業

で
、
約
９
８
０
万
円
を
か
け

て
整
備
。
明
治
10
年
以
前
に

建
て
ら
れ
た
造
り
酒
屋
を
改

修
し
、
伝
統
工
芸
品
な
ど
を

展
示
販
売
す
る
施
設
と
し
ま

10
数
年
前
か
ら
後
継
者
不
足

の
た
め
途
絶
え
て
い
ま
し
た
。

　

地
区
住
民
か
ら
獅
子
舞
と

お
練
り
を
復
活
し
た
い
と
の

話
が
あ
り
、
内
子
町
が「
気

軽
に
文
化
講
座
」な
ど
で
交

流
の
あ
っ
た
井
口
准
教
授
に

依
頼
し
、
今
回
の
取
り
組
み

が
実
現
し
ま
し
た
。

　

臼
杵
地
区
か
ら
は
住
民
６

人
が
参
加
。
ま
ず
大
学
生
た

ち
と
車
座
に
な
っ
て
地
域
の

文
化
や
歴
史
な
ど
に
つ
い
て

話
し
ま
し
た
。
次
に
臼
杵
獅

子
舞
と
お
練
り
を
ビ
デ
オ
で

説
明
し
た
後
、
お
練
り
と
太

鼓
の
指
導
を
し
ま
し
た
。

　

大
学
生
た
ち
は
指
導
者
の

動
き
を
カ
メ
ラ
で
記
録
す
る

な
ど
、
熱
心
に
調
査
を
進
め

ま
し
た
。
今
後
、
お
練
り
の

練
習
と
調
査
を
継
続
し
て
、

10
月
の
秋
祭
り
で
お
練
り
を

復
活
、
12
月
の
気
軽
に
文
化

講
座
で
成
果
を
発
表
す
る
予

定
で
す
。

し
た
。
内
子
町
内
の
職
人
な

ど
で
組
織
す
る「
う
ち
こ
手

し
ご
と
の
会
」（
山
本
勝か

つ
み美

会
長
）
が
指
定
管
理
者
と
し

て
施
設
を
運
営
。
会
員
が
作

る
木
工
品
や
和
紙
、
草
木
染

め
な
ど
が
並
び
、
不
定
期
で

切
り
絵
教
室
な
ど
を
行
い
ま

す
。
山
本
会
長
は「
伝
統
の

技
が
結
集
し
た
店
。
販
売
だ

け
で
な
く
、
暮
ら
し
の
中
で

伝
統
技
術
を
生
か
す
提
案
を

し
た
い
。町
の
人
た
ち
に
も
足

を
運
ん
で
ほ
し
い
」と
呼
び
か

け
ま
し
た
。

臼杵地区の「お練り」復活に向けて
愛媛大学生が現地を調査

1_お練りの道具が並べら
れ、興味深そうに写真を撮
る大学生たち　2_大学生
に太鼓の指導をする北山
薫
しげとし

利さん（右）

1_町並保存地区に調和した、落ち着きのあ
る店構え　2_匠の技を生かした商品が並ぶ

1

2

25
年
度
寄
付
者

・
上
杉　

誠
一
様（
兵
庫
県
）

・
神
本　

雄
司
様（
奈
良
県
）

・
寺
谷　

末
生
様（
松
山
市
）

・
明
智　

正
信
様（
松
山
市
）

・
上
野　

一
廣
様（
大
阪
府
）

・
上
野　

元
一
様（
松
山
市
）

・
沖
宮　
　

基
様（
大
阪
府
）

・
水
本　

世
紀
様（
東
京
都
）

・
尾
﨑　

政
美
様（
東
京
都
）

・
尾
﨑
さ
お
り
様（
東
京
都
）

・
伊
達　
　

誠
様（
東
京
都
）

・
河
内　

正
志
様（
大
阪
府
）

・
神
本　

謙
治
様（
埼
玉
県
）

・
伊
賀　

敏
雄
様（
大
阪
府
）

・
河
野　

善
福
様（
千
葉
県
）

・
本
谷　

隆
志
様（
奈
良
県
）

・
佃　
　

克
彦
様（
愛
知
県
）

・
河
内　

浩
平
様（
内
子
町
）

・
西
口　
　

功
様（
松
山
市
）

・
宮
﨑　

正
由
様（
静
岡
県
）

・
滝
川　

吉
繁
様（
松
前
町
）

※
公
表
に
同
意
を
得
ら
れ
た

　

人
の
み
、
受
付
順
に
掲
載

　

し
て
い
ま
す
。

づ
き
、
20
年
度
に
設
け
ら
れ

ま
し
た
。

　

寄
付
金
は
、
内
子
町
の
美

し
い
景
観
や
環
境
の
整
備
、

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
活
用

し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

総
務
課　

政
策
調
整
班

☎
０
８
９
３（
４
４
）６
１
５
１

応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

「
内
子
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
」

　

25
年
度
は
全
国
か
ら
37

件
・
総
額
４
２
０
万
円
の
寄

付
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。（
累

計
１
２
２
件
、
１
４
５
９
万

８
１
１
１
円
）

　

こ
の
制
度
は
、
自
分
た
ち

が
選
ん
だ
自
治
体
に
税
金

を
納
め
て
地
域
を
応
援
す
る

「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」に
基

　

内
子
町
図
書
情
報
館（
小

泉
明あ

き
こ子
館
長
）は
４
月
23
日
、

子
ど
も
の
読
書
を
推
進
す
る

活
動
が
優
秀
と
認
め
ら
れ
、

文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。
同
日
、
東
京
都
で

開
か
れ
た「
子
ど
も
読
書
活

動
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
」で
授

賞
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
賞
は
平
成
14
年
度
に
文

部
科
学
省
が
創
設

し
た
も
の
で
、
優
れ

た
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
学
校
や
図
書
館
、
団

体
な
ど
に
贈
ら
れ
ま
す
。
同

館
は
読
書
マ
ラ
ソ
ン
や
読

書
感
想
文
の
募
集
、
読
み
聞

か
せ
な
ど
の
活
動
を
長
年
続

け
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

内
子
町
図
書
情
報
館
が

文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞

　

小
泉
館
長
は「
子
ど
も
の

利
用
者
数
が
年
々
増
え
、
う

れ
し
く
思
う
。
こ
れ
か
ら
も

子
ど
も
た
ち
に
親
し
ま
れ
る

図
書
館
に
な
る
よ
う
、
読
書

活
動
の
啓
発
に
努
め
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

1

41 表彰状を手にする小泉館長

　

環
境
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
自
治
体
が
参

加
す
る「
第
22
回
環
境
自
治

体
会
議
ニ
セ
コ
会
議
」が
５
月

22
～
24
の
３
日
間
、
北
海
道

ニ
セ
コ
町
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
会
議
で
優
れ
た
環
境
政

策
や
事
業
を
表
彰
す
る「
わ

が
ま
ち
の
政
策
自
慢
」の
授

賞
式
が
行
わ
れ
、
内
子
町

が
最
高
賞
の「
き
ら
り
大

賞
」、
環
境
Ｎ
Ｐ
Ｏ
サ
ン
・

ラ
ブ
が「
ひ
か
り
賞
」
を

受
賞
し
ま
し
た
。
内
子
町

は
、
全
国
で
初
め
て
、
全

部
署
で
環
境
基
本
計
画
に

沿
っ
た
独
自
目
標
を
設

定
。
そ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
稲
本
隆た

か
と
し壽

町
長
が
事

例
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

受
賞
の
あ
い
さ
つ
を
す
る
稲
本
隆た
か
と
し壽
町
長

キ
ラ
リ
と
光
る
環
境
表
彰
を
受
賞

「
第
22
回
環
境
自
治
体
会
議
ニ
セ
コ
会
議
」


